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１．設計条件 

 

       形       式 ； 主桁並列形式・単純非合成鋼プレートガーダー橋 

       設計 活荷重 ； Ｂ活荷重 

       床       版 ； 鉄筋コンクリート床版 

       橋 の 支 間 ； ２６.２ｍ 

       橋 の 幅 員 ；   ６.５ｍ 

       主 桁 本 数 ； ３本 

       横 桁 本 数 ； １本 

       横 断 勾 配 ； ２％放物線  

       許容 応力度 ； 鉄       筋   引張応力度   σｓａ＝１２００㎏ｆ/㎝２    （ＳＤ２９５） 

                      コンクリート  圧縮応力度   σｃａ＝σｃｋ／３ 

                                                       ＝２４０／３＝８０㎏ｆ/㎝２ 

                                               （σｃｋ＝２４０㎏ｆ/㎝２； 設計基準強度） 

       １日当りの大型車の交通計画量（台／日）； １０００以上 ２０００未満 

 

 

 

 

              ０.４０ｍ                支間 ２６.２ｍ                 ０.４０ｍ 

 

 

 

 

 

 

             ０.１０ｍ                   ２６.８ｍ                     ０.１０ｍ 

 

                                      橋長 ２７.０ｍ 
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２．床版の設計 
２.１. 床版厚の設計 
   １）片持部                                                 上フランジ   ２５０㎜ 

                                                              腹  版  厚     １０㎜   と仮定 

 

       ３５０                                ２００㎜ 

 

                                         ｂ０ 

 

 

 

                                                     １０㎜ 

              ７００                                                     ２５０㎜   Ｌ１ 

 

 

                  ２５０㎜－１０㎜ 

          ｂ０ ＝        ４         ＝６０㎜ 

 

          Ｌ１＝７００－（３５０＋２５０＋６０＋１０／２） 

              ＝３５㎜ 

              ＝０.０３５０ｍ 

 

       ０＜Ｌ１≦０.２５より 

          ｄ０＝２８Ｌ１＋１６ 

              ＝２８×０.０３５＋１６＝１７.０㎝ 

 

       片持部の床版厚 ｄ 

          ｄ＝ｋ１・ｋ２・ｄ０ 

             ＝１.２０×１.００×１７.０㎝＝２０.４㎝ 

       但し，  ｋ１＝１.２０；１方向当りの大型車の計画交通量 

                                 １０００以上２０００未満  （台／日） 

               ｋ２＝１.００；床版支持桁の剛性は著しく異ならない 
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   ２）連続部 

 

 

 

 

 

 

 

              ７００                                ２９００ 

                                                      Ｌ２ 

 

                                                                 Ｌ２；主桁の中心間隔 

 

          Ｌ２＝２.９０ｍ 

 

          ｄ０＝３Ｌ２＋１１ 

              ＝３×２.９０＋１１＝１９.７㎝ 

 

       連続部の床版厚 ｄ 

          ｄ＝ｋ１・ｋ２・ｄ０ 

             ＝１.２０×１.００×１９.７㎝＝２３.６㎝ 

 

       片持部の床版厚 ｄ＝２０.４㎝ 

       連続部の床版厚 ｄ＝２３.６㎝ 

 

       以上より  床版厚 ｄ は， ｄ＝２４㎝ とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - ４ - 

 

２.２. ハンチ高の決定 
                       ＣＬ                                     横断勾配     ＣＬ 

                                                                      ２％ 

 

 

                                             ２２㎜ 

                                                                                        ８０㎜ 

 

 

                                       １                  １ 

                                  ３                           ３ 

 

                                            ２９００ 

                    外桁                                                       中桁 

 

 

       中桁のハンチ高を ８０㎜ とする。 

       このとき，２％横断勾配での外桁のハンチ高は 

          ８０－０.０２×２９００＝２２.０㎜ 
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  （一般寸法） 

                                            ７２００ 

 

     3 5 0                                     ６５００                                      3 5 0  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ７００               ２９００                         ２９００                ７００ 

 

 

      端               中            中         横               中            中         端 

      対            対 間         対 間                       対 間         対 間         対 

      傾            傾            傾            桁            傾            傾            傾 

      構            構            構                          構            構            構 

                                                                                            外桁 

２ 

９ 

０ 

０ 

                                                                                            中桁 

２ 

９ 

０ 

０                                                                                          外桁 

 

          ４３００      ４３００      ４５００      ４５００      ４３００      ４３００ 

 

4 0 0                                       支間 ２６２００                                    4 0 0  

                                          橋長 ２７０００ 
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２.３. 主鉄筋方向の 

２.３.１.死荷重強度の計算 

 

           高欄推力 

               ２５０kg/ｍ              ７０                         ７０                  ７０ 

 

   ３５０                               ２４０                       ２４０ 

                    Ａ                           Ｂ                          Ｃ          ２４０ 

                                        ２２ 

                                                                                           ８０ 

 

 

 

 

           ２５０３５    ６５ 

 

             ２８５ 

             ４６０ 

             ６３５ 

 

           ７００                           ２９００ 

 

       Ａ（片持部），Ｂ（支間部），Ｃ（支点部）の３断面について，死荷重強度の計算を行う。 

 

  １）Ａ断面 

     ・アスファルト舗装 （アスファルト舗装単位重量  ２.３ｔ/ｍ３） 

          ０.０７ｍ×２.３ｔ/ｍ３＝０.１６１ｔ/ｍ３ 

     ・床版 （舗装コンクリート単位重量  ２.５ｔ/ｍ３） 

          ０.２４ｍ×２.５ｔ/ｍ３＝０.６００ｔ/ｍ３ 

       床版・舗装部  合計死荷重  ω 

          ω＝０.１６１ｔ/ｍ３＋０.６００ｔ/ｍ３＝０.７６１ｔ/ｍ３ 

     ・ハンチ・高欄・地覆に対して 

          ハンチ   １/２×０.０２２ｍ×０.６３５ｍ×２.５ｔ/ｍ３＝０.０１７ｔ/ｍ 

          高  欄             次のように仮定                  ＝０.０４０ｔ/ｍ 

          地  覆   ０.５５ｍ×０.３５ｍ×２.５ｔ/ｍ３          ＝０.４８１ｔ/ｍ 

 

  ２）Ｂ断面・Ｃ断面 

       床版・舗装部  合計死荷重  ω＝０.７６１ｔ/ｍ２ 
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２.３.２.曲げモーメント Ｍ の算出 

  ⅰ）Ａ断面（片持部） 

     ・死荷重 曲げモーメント Ｍｄ 

          舗装床版        ω・Ｌ２        ０.７６１ｔ/ｍ２×（０.６３５ｍ）２ 

                            ２     ＝                 ２ 

                                   ＝ －０.０３０９ ｔ･ｍ/ｍ 

          ハンチ（Ａ点から三角形図心までの距離） 

                                           ０.６３５ 

                     －０.０１７０ｔ/ｍ ×     ３     ｍ＝ －０.００３６０ｔ･ｍ/ｍ 

          高  欄     －０.０４００ｔ/ｍ×０.４６０ｍ＝ －０.０１８４ｔ･ｍ/ｍ 

          地  覆     －０.４８１ｔ/ｍ×０.４６０ｍ＝ ０.２２１ｔ･ｍ/ｍ 

 

       以上４つの合計より，死荷重曲げモーメント Ｍｄ 

          Ｍｄ＝ －０.０３０９－０.００３６０－０.０１８４－０.２２１ 

              ＝ －０.２７４ｔ･ｍ/ｍ 

 

     ・活荷重 曲げモーメント Ｍｌ 

         Ｐ  ； 後輪荷重  １０ｔ 

         Ｌ１； 片持版の支間 

                            Ｐ・Ｌ                      １０ｔ×０.０３５０ｍ 

          Ｍｌ＝    （１.３０Ｌ１＋０.２５） ＝    （１.３０×０.０３５０ｍ＋０.２５） 

                                            ＝ －１.１８４ｔ･ｍ/ｍ 

 

     ・高欄推力 曲げモーメント   

          高欄推力は ２５０㎏/ｍ とする。 

          Ｍｈ＝ －０.２５０ｔ/ｍ×（１.１０ｍ＋０.０７ｍ＋０.２４ｍ／２） 

              ＝ －０.３５３ｔ･ｍ/ｍ 

 

     ∴合計 曲げモーメント ＭＡ 

          ΣＭＡ＝Ｍｄ＋Ｍｌ＋Ｍｈ 

                ＝ －０.２７４－１.１８４－０.３５３ 

                ＝ －１.８１１ｔ･ｍ/ｍ 
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  ⅱ）Ｂ断面（支間部） 

     ・死荷重 曲げモーメント（等分布荷重） Ｍｄ 

          Ｌ２； 主桁の中心間隔 

          舗装床版 

                      ω・Ｌ２２    ０.７６１ｔ/ｍ２×（２.９０ｍ）２ 

               Ｍｄ＝   １０    ＝           １０ 

                                   ＝ －０.６４０ ｔ･ｍ/ｍ 

     ・活荷重 曲げモーメント Ｍｌ 

          舗装床版 

               Ｍｌ＝（０.１２Ｌ２＋０.０７）Ｐ×０.８ 

                   ＝（０.１２×２.９０ｍ＋０.０７）×１０ｔ×０.８ 

                   ＝３.３４４ｔ･ｍ/ｍ 

 

     ∴合計 曲げモーメント ＭＢ 

          ΣＭＢ＝Ｍｄ＋Ｍｌ＝０.６４０＋３.３４４＝３.９８４ｔ･ｍ 

 

  ⅲ）Ｃ断面（支点部） 

     ・死荷重 曲げモーメント（等分布荷重） Ｍｄ 

          舗装床版 

                         ω・Ｌ２２        ０.７６１ｔ/ｍ２×（２.９０ｍ）２ 

               Ｍｄ＝       ８     ＝                 ８ 

                                   ＝ －０.８００ ｔ･ｍ/ｍ 

     ・活荷重 曲げモーメント Ｍｌ 

          舗装床版 

               Ｍｌ＝（０.１２Ｌ２＋０.０７）Ｐ×０.８ 

                   ＝（０.１２×２.９０ｍ＋０.０７）×１０ｔ×０.８ 

                   ＝３.３４４ｔ･ｍ/ｍ 

 

     ∴合計 曲げモーメント ＭＣ 

          ΣＭＣ＝Ｍｄ＋Ｍｌ＝ －０.８００－３.３４４＝ －４.１４４ｔ･ｍ/ｍ 

 

 

       以上より，曲げモーメントの最も大きいＣ断面について設計を行う。 
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２.３.３.応力度の算定 

 

     ・設計 曲げモーメント   ＭＣ＝ －４.１４４ｔ･ｍ 

 

     ・許容応力度           σｓａ＝１２００㎏ｆ/㎝２ 

                            σｃａ＝    ８０㎏ｆ/㎝２ 

 

     ・使用鉄筋              Ｄ１９    公称断面積   Ｓ＝２.８６５㎝２ 

                                       公称直径     φ＝１９.１㎜ 

 

       引張鉄筋を Ｄ１９ で，ピッチ ｓ＝１５㎝   単位幅  ｂ＝１００㎝ として考える。 

       また，圧縮鉄筋は  Ｄ１９ で，ピッチ ｓ＝３０㎝ とする。 

 

     ・引張鉄筋量 Ａｓ 

                     ｂ                   １００㎝ 

          Ａｓ＝Ｓ× ｓ ＝２.８６５㎝２×  １５㎝    

                         ＝１９.１００㎝２ 

 

     ・圧縮鉄筋量 Ａｓ‘ 

          Ａｓ‘＝Ａｓ／２＝１９.１００㎝２／２ 

                        ＝９.５５０㎝２ 

 

     ・有効高さ    ｄ＝２１.０㎝  （床版厚 ２４㎝，かぶり ３㎝） 

 

     ・弾性係数比  ｎ＝１５ 

                 ｎ                       ｎ                ２   ２ｎ             

          ｘ＝   ｂ （Ａｓ＋Ａｓ‘）＋     ｂ （Ａｓ＋Ａｓ‘）  ＋  ｂ  （ｄ・Ａｓ＋ｄ‘・Ａｓ‘）       

                  １５                            １５                     ２  

            ＝   １００（１９.１＋９.５５）＋    １００（１９.１＋９.５５）   

                                                         ２×１５                               

                                                                                  ＋  １００ （２１.０×１９.１＋３×９.５５） 

            ＝ －４.２９８＋１１.９２６＝７.８４３㎝ 

 

 

 

 

 

 

 



 - １０ - 

 

                  ｂ・ｘ        ｘ     ｎ         ｘ－ｄ‘   

          Ｋｃ＝    ２    ｄ － ３  ＋  ２ ・Ａｓ・  ｘ   ・（ｄ－ｄ‘） 

 
                 １００×７.８４３            ７.８４３  

              ＝        ２         ２０.１－    ３       

                                                                             １５                   ７.８４３－３ 

                                                ＋  ２  ×１９.１ｘ   ７.８４３  ×（２１.０－３） 

               ＝７２１０＋１５９２＝８８０２㎝３ 

 

                 Ｋｃ     ｘ        ８８０２          ７.８４３         

          Ｋｓ＝  ｎ ・ ｄ－ｘ ＝    １５    ×  ２１.０－７.８４３  ＝３５０㎝３ 

 

     ・鉄筋の引張応力度（床版の下縁側） 

                  Ｍｃ      ４１４４００ 

          σｓ＝  Ｋｓ  ＝     ３５０ 

                        ＝１１８４㎏/㎝２          ＜ １２００㎏/㎝２＝σｓａ           ＯＫ 

 

     ・コンクリートの圧縮応力度（床版の下縁側） 

                  Ｍｃ      ４１４４００ 

          σｃ＝  Ｋｃ  ＝    ８８０２ 

                        ＝４７.１㎏/㎝２            ＜     ８０㎏/㎝２＝σｃａ           ＯＫ 
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２.４. 配力鉄筋方向の設計曲げモーメント 

２.４.１.曲げモーメントの算出 

 

     ・活荷重 曲げモーメント Ｍｌ 

          片持部の先端 

               Ｍｌ＝（０.１５Ｌ１＋０.１３）Ｐ 

                   ＝（０.１５×０.０３５０ｍ＋０.１３）×１０ｔ 

                   ＝１.３５３ｔ･ｍ/ｍ 

          連続部 

               Ｍｌ＝（０.１０Ｌ２＋０.０４）Ｐ×０.８ 

                   ＝（０.１０×２.９０ｍ＋０.０４）×１０ｔ×０.８ 

                   ＝２.６４０ｔ･ｍ/ｍ 

 

       従って，曲げモーメント Ｍｌ の大きい連続部の値を用いて設計する。 

       また，他部もこれと同じ配筋とする。 
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２.４.２.応力度の算定 

 

     ・設計 曲げモーメント   Ｍｌ＝２.４６０ｔ･ｍ 

 

     ・許容応力度           σｓａ＝１２００㎏ｆ/㎝２ 

                            σｃａ＝    ８０㎏ｆ/㎝２ 

 

        配力鉄筋は主鉄筋の内側に接して配置するので、圧縮側の鉄筋は中立軸に接近し、これを断面に算 

       入する必要はない。これより単鉄筋版として設計できる。 

        また、配力鉄筋は主鉄筋の使用形の一段下を用いる。 

 

     ・使用鉄筋              Ｄ１９    公称断面積   Ｓ＝２.８６５㎝２ 

                                       公称直径     φ＝１９.１㎜ 

 

                             ピッチ ｓ＝１５㎝   単位幅  ｂ＝１００㎝ として考える。 

 

     ・引張鉄筋量 Ａｓ 

                     ｂ                   １００㎝ 

          Ａｓ＝Ｓ× ｓ ＝１.９６８㎝２×  １５㎝    

                         ＝１３.１２０㎝２ 

 

     ・床版厚      ｈ＝２４㎝ 

 

     ・かぶり      ｄ’＝３㎝＋１.５９㎝＝４.５９㎝ 

 

     ・有効高さ    ｄ＝ｈ－ｄ’＝２４㎝－４.５９㎝＝１９.４１㎝ 

 

     ・弾性係数比  ｎ＝１５ 

 

                ｎ・Ａｓ                  ２ｂ・ｄ 

          ｘ＝     ｂ    －１＋     １＋  ｎ・Ａｓ 

                 １５×１３.１２０㎝２                   ２×１００㎝×１９.４１㎝       

             ＝       １００㎝         －１＋     １＋    １５×１３.１２０㎝２ 

             ＝０.９６８＋４.５５３＝５.５２１㎝ 
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                  ｂ・ｘ         ｘ       １００㎝×５.５２１㎝                  ５.５２１㎝     

          Ｋｃ＝    ２   （ｄ－  ３  ）＝          ２            （１９.４１㎝－      ３      ）  

                                        ＝４８５０㎝３ 

 

                             ｘ                                      ５.５２１㎝       

          Ｋｓ＝Ａｓ・（ｄ－  ３  ）＝１３.１２０㎝２×（１９.４１㎝－      ３      ） 

                                   ＝２３１㎝２ 

 

     ・鉄筋の引張応力度 σｓ 

                  Ｍｌ      ２６４０００ 

          σｓ＝  Ｋｓ  ＝     ２３１ 

                        ＝１１４３㎏/㎝２          ＜ １２００㎏/㎝２＝σｓａ           ＯＫ 

 

     ・コンクリートの圧縮応力度 σｃ 

                  Ｍｌ      ２６４０００ 

          σｃ＝  Ｋｃ  ＝    ４８５０ 

                        ＝５４.４㎏/㎝２            ＜     ８０㎏/㎝２＝σｃａ           ＯＫ 
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３．主桁の設計 
２.１. 断面力の計算 
     3 5 0               ２６０＋７０ 

 

 

 

 

                      外桁                             中桁 

            Ｌ＝３５ 

           3 5 0  

       ７００               ２９００                         ２９００                ７００ 

 

死荷重 

         地覆・高欄 

             ハンチ                    舗装 

 

 

                                 床版 

活荷重      等分布荷重Ｐ１                 等分布荷重Ｐ２ 

 

 

外桁影響線 

1.241   1.034 

  1.181     1.000 

     1 .121 

                      Ａ２ 

      Ａ１ 

活荷重                               等分布荷重  Ｐ１，Ｐ２ 

 

 

 

中桁影響線                                   ５５００ 

 

                                           1 . 0 0 0         Ａ３ 

 

     ・影響線面積 

          Ａ１＝ １/２×（１.２４１＋１.１２１）×０.３５＝０.４２４  

          Ａ２＝ １/２×１.１２×（０.３５０＋２.９００）＝１.８２０  

          Ａ３＝ １/２×１.００×５.５０＝２.７５０  
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３.２.１.荷重強度の計算 

（ａ）外桁 

  ⅰ）死荷重 

       アスファルト舗装材単位体積重量   ２.３ｔｆ/ｍ３ 

       鉄筋コンクリート                 ２.５ｔｆ/ｍ３ 

 

     ・舗    装   ０.０７ｍ×２.３ｔｆ/ｍ３×１.８２０ｍ                 ＝０.２９３ｔｆ/ｍ 

     ・床    版   ０.２４ｍ×２.５ｔｆ/ｍ３×（０.４２４＋１.８２０）ｍ   ＝１.３４６ｔｆ/ｍ 

     ・ハ ン チ   １/２×０.０２２ｍ×０.７０ｍ×２.５ｔｆ/ｍ３×１.０３  ＝０.０２０ｔｆ/ｍ 

     ・地    覆   ０.３５ｍ×０.３３ｍ×２.５ｔｆ/ｍ３×１.１８           ＝０.３４１ｔｆ/ｍ 

     ・高    欄            （仮定）                                       ０.０４０ｔｆ/ｍ 

 

・鋼桁自重   ｌ ； 支間 ＝２６.２ｍ 

                 （６.５６ｌ＋３４.４）×１０－３×Ａ２ 

               ＝（６.５６×２６.２＋３４.４）×１０－３×１.８２         ＝０.３７５ｔ/ｍ 

                

       外桁死荷重 合計  Ｗｄ１＝２.４１５ｔｆ/ｍ 

 

     ※外桁ハンチについて                                                ７００ 

          ハンチの面積 ； ａｂｃを近似的に三角形とみなす。   ａ                         ｂ 

 

          △ａｂｃ＝１/２×０.０２２ｍ×０.７０ｍ                                           ２２ 

                   ＝ 

                                                                                         ｃ 
                                                                                 ２３３ 

                                                                         重心 

  ⅱ）活荷重 

     ・等分布荷重   Ｐ１＝１.００ｔｆ/ｍ２×１.８２０ｍ＝１.８２０ｔｆ/ｍ （曲げモーメント算出時） 

                          １.２０ｔｆ/ｍ２×１.８２０ｍ＝２.１８４ｔｆ/ｍ      （せん断力算出時） 

                                    主載荷荷重                                          

 

     ・等分布荷重   Ｐ２＝０.３５ｔｆ/ｍ２×１.８２０ｍ＝０.６３７ｔｆ/ｍ 

                            ２０            ２０ 

     ・衝撃  係数   ｉ＝  ５０＋ｌ  ＝  ５０＋２６.２  ＝０.２６２ 
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（ｂ）中桁 

  ⅰ）死荷重 

 

     ・舗    装   ０.０７ｍ×２.３ｔｆ/ｍ３×２.７５ｍ                     ＝０.４４３ｔｆ/ｍ 

     ・床    版   ０.２４ｍ×２.５ｔｆ/ｍ３×２.７５ｍ                     ＝１.６５０ｔｆ/ｍ 

     ・ハ ン チ   １/２×（０.９８＋０.５０）ｍ×０.０８ｍ×２.５ｔｆ/ｍ３   ＝０.１４８ｔｆ/ｍ 

 

・鋼桁自重   ｌ  ； 支間 ＝２６.２ｍ 

                  Ｌ２； 主桁の中心間隔 ＝２.７５ｍ 

                 （６.５６ｌ＋３４.４）×１０－３×Ａ２ 

               ＝（６.５６×２６.２＋３４.４）×１０－３×２.７５           ＝０.５６７ｔ/ｍ 

                

       中桁死荷重 合計  Ｗｄ１＝２.８０８ｔｆ/ｍ 

 

     ※中桁ハンチについて                                              ９８０ 

          ハンチの面積                                ａ                                     ｄ 

             Ｓ＝１/２×（０.９８＋ ０.５０）×０.０８ 

          ａｂ，ｃｄの勾配は、１：３より                                        ８０ 

             ａｄ＝５００＋（８０×３）×２＝９８０      １：３                      １：３ 

                                                               ｂ                   ｃ 
                                                           ２４０      ５００        ２４０ 

                                                                          

 

  ⅱ）活荷重 

     ・等分布荷重   Ｐ１＝１.００ｔｆ/ｍ２×２.７５ｍ＝２.７５０ｔｆ/ｍ   （曲げモーメント算出時） 

                          １.２０ｔｆ/ｍ２×２.７５ｍ＝３.３００ｔｆ/ｍ        （せん断力算出時） 

 

     ・等分布荷重   Ｐ２＝０.３５ｔｆ/ｍ２×２.７５０ｍ＝０.９６３ｔｆ/ｍ 
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３.２.２.曲げモーメントの算定 

     ・断面変更点を次のように決定する。 

          ｌ’ ； 支間の１/２ ＝１３.１ｍ 

          中心より  ｘ１＝０.５２２ｌ’＝０.５２２×１３.１ｍ＝６.８４ｍ 

                    ｘ２＝０.７８３ｌ’＝０.７８３×１３.１ｍ＝１０.３ｍ 

 

                           １３.１ｍ                        断面は支点からの距離で決定する 

               ６.２６ｍ                                      Ⅰ＝１３.１ｍ 

            ２.８０ｍ                                         Ⅱ＝１３.１ｍ－６.８４ｍ＝６.２６ｍ 

                                                              Ⅲ＝１３.１ｍ－１０.３ｍ＝２.８０ｍ 

 

                    Ⅲ    Ⅱ                  Ⅰ         

                           ２６.２ｍ 

 

 

     ・曲げモーメントの一般式について                                               ｘ 

     ①死荷重・活荷重（等分布荷重 Ｐ２）                   ＨＡ＝ＲＡ・ｘ－ω・ｘ・ ２ 

                        ω：Ｐ２                                  １                ω 

                                                               ＝ ２ ・ω・ｌ・ｘ－ ２ ・ｘ２ 

                                                                  １              ｘ    ｘ２ 

                                                               ＝ ２ ・ω・ｌ２・（ ｌ－ ｌ２ ） 

                                                                  １               ｘ      ｘ 

                                                               ＝ ２ ・ω・ｌ２・｛ ｌ（１－ｌ）｝ 

 

        ＲＡ＝ωＬ／２                ＲＢ＝ωＬ／２ 

 

     ②活荷重（等分布荷重 Ｐ１）                                 １ 

                             ｂ                         ＭMax＝ ２ ・Ｐ１・Ｂ（ｂ＋２ｃ）・ｘ 

                                                                  １ 

                ｃ                         ｃ                  － ２ ・Ｐ１（ｘ－ａ）２ 

 

             ｌ／ｂ                                    ＭMax となるときの ａ，ｃ 

              ２・ｌ／ｂ                                     ＝（１－Ｂ） 

              ３・ｌ／ｂ                                      

                  ４・ｌ／ｂ                          Ｐは移動し、影響線を用いて、着目点 ｘ が  

                          ５・ｌ／ｂ                 最大の曲げモーメントになるように載荷する。 

                               ６・ｌ／ｂ             

                             ｌ                       Ｐ１が載荷される位置がｌ／２のとき 

                                                      曲げモーメントが最大になる。  
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（１）外桁 

  ⅰ）死荷重（外桁の死荷重強度  Ｗｄ１＝２.４１５ｔｆ/ｍ） 

         ｘ； 断面までの距離 ＝ １３.１ｍ，６.２６ｍ，２.８０ｍ 

         ｌ； 支間 ＝ ２６.２ｍ 

 

                   ω・ｌ２    ｘ      ｘ            

          Ｍｄ１＝    ２    ・｛ ｌ（１－ｌ）｝ 

 

                      ２.４１５ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    ２.８０ｍ         ２.８０ｍ                        

          Ⅲ Ｍｄ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝７９.１１５ｔｆ･ｍ 

 

                      ２.４１５ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    ６.２６ｍ         ６.２６ｍ                        

          Ⅱ Ｍｄ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝１５０.７２５ｔｆ･ｍ 

 

                      ２.４１５ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    １３.１ｍ         １３.１ｍ                        

          Ⅰ Ｍｄ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝２０７.２１９ｔｆ･ｍ 

 

  ⅱ）活荷重 

    ①等分布荷重  Ｐ２=０.６３７ｔｆ/ｍ 

 

                      ０.６３７ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    ２.８０ｍ         ２.８０ｍ                        

          Ⅲ ＭＰ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝２０.８６８ｔｆ･ｍ 

 

                      ０.６３７ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    ６.２６ｍ         ６.２６ｍ                    

          Ⅱ ＭＰ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝３９.７５７ｔｆ･ｍ 

 

                      ０.６３７ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    １３.１ｍ         １３.１ｍ                        

          Ⅰ ＭＰ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝５４.６５８ｔｆ･ｍ 
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    ②等分布荷重  Ｐ１=１.８２０ｔｆ/ｍ 

     ・断面Ⅲのとき 

         ｂ； 等分布荷重距離 ＝ １０ｍ 

         ｘ； 断面までの距離 ＝ １３.１ｍ，６.２６ｍ，２.８０ｍ 

         ｌ； 支間 ＝ ２６.２ｍ 

                                         ｂ                         １０ｍ 

          ａ＝ｘ・（１－Ｂ）＝ｘ・（１－  ｌ  ）＝２.８０ｍ×（１－  ２６.２ｍ  ） 

                                               ＝１.７３１ｍ 

          ｃ＝ｌ－ａ－ｂ＝２６.２ｍ－１.７３１ｍ－１０ｍ 

                         ＝１４.４６９ｍ 

                Ｐ・ｂ／ｌ                     Ｐ 

     ∴   Ｍ＝     ２       ・（ｂ＋２ｃ）・ｘ－  ２  ・（ｘ－ａ）２ 

                         １.８２０ｔｆ/ｍ×１０ｍ／２６.２ｍ                  

          Ⅲ ＭＰ１Max＝                ２                 （１０ｍ＋２×１４.４６９ｍ）２.８０ｍ 

                         １.８２０ｔｆ/ｍ     

                      －       ２        （２.８０ｍ－１.７３１ｍ）２ 

                      ＝３６.８２８ｔｆ･ｍ 

 

     ・断面Ⅱのとき 

                                  １０ｍ 

          ａ＝６.２６ｍ×（１－  ２６.２ｍ  ）＝３.８７１ｍ 

          ｃ＝２６.２ｍ－３.８７１ｍ－１０ｍ＝１２.３２９ｍ 

 

                         １.８２０ｔｆ/ｍ×１０ｍ／２６.２ｍ                  

      ∴  Ⅱ ＭＰ１Max＝                ２                 （１０ｍ＋２×１２.３２９ｍ）６.２６ｍ 

                         １.８２０ｔｆ/ｍ     

                      －       ２        （６.２６ｍ－３.８７１ｍ）２ 

                      ＝７０.１６２ｔｆ･ｍ 

 

     ・断面Ⅰのとき 

                                  １０ｍ 

          ａ＝１３.１ｍ×（１－  ２６.２ｍ  ）＝８.１００ｍ 

          ｃ＝２６.２ｍ－８.１００ｍ－１０ｍ＝８.１００ｍ 

 

                         １.８２０ｔｆ/ｍ×１０ｍ／２６.２ｍ                  

      ∴  Ⅰ ＭＰ１Max＝                ２                 （１０ｍ＋２×８.１００ｍ）×１３.１ｍ 

                         １.８２０ｔｆ/ｍ     

                      －       ２        （１３.１ｍ－８.１００ｍ）２ 

                      ＝９６.４６０ｔｆ･ｍ 
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  ⅲ）活荷重による衝撃（衝撃係数  ｉ＝０.２４５） 

          Ｍｉ＝（ＭＰ１＋ＭＰ２）×ｉ        

 

          Ⅲ Ｍｉ＝（３６.８２８ｔｆ･ｍ＋２０.８６８ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝１４.１３６ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅱ Ｍｉ＝（７０.１６２ｔｆ･ｍ＋３９.７５７ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝２９.９３０ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅰ Ｍｉ＝（９６.４６０ｔｆ･ｍ＋５４.６５８ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝３７.０２４ｔｆ･ｍ 
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（２）中桁 

  ⅰ）死荷重  （中桁の死荷重強度  Ｗｄ２＝２.８０８ｔｆ/ｍ） 

                      ２.８０８ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    ２.８０ｍ         ２.８０ｍ                        

          Ⅲ Ｍｄ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝９１.９９０ｔｆ･ｍ 

 

                      ２.８０８ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    ６.２６ｍ         ６.２６ｍ                    

          Ⅱ Ｍｄ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝１７５.２５３ｔｆ･ｍ 

 

                      ２.８０８ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    １３.１ｍ         １３.１ｍ                        

          Ⅰ Ｍｄ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝２４０.９４０ｔｆ･ｍ 

 

  ⅱ）活荷重 

    ①等分布荷重  （Ｐ２=０.９６３ｔｆ/ｍ） 

                      ０.９６３ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    ２.８０ｍ         ２.８０ｍ                        

          Ⅲ ＭＰ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝３１.５４８ｔｆ･ｍ 

 

                      ０.９６３ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    ６.２６ｍ         ６.２６ｍ                        

          Ⅱ ＭＰ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝６０.１０３ｔｆ･ｍ 

 

                      ０.９６３ｔｆ/ｍ×（２６.２ｍ）２    １３.１ｍ         １３.１ｍ                        

          Ⅰ ＭＰ１＝             ２                     ２６.２ｍ （１－ ２６.２ｍ ）                             

                   ＝８２.６３０ｔｆ･ｍ 

 

    ②等分布荷重  （Ｐ１=２.７５０ｔｆ/ｍ） 

     ・断面Ⅲのとき 

                                  １０ｍ 

          ａ＝２.８０ｍ×（１－  ２６.２ｍ  ）＝１.７３１ｍ 

          ｃ＝２６.２ｍ－１.７３１ｍ－１０ｍ＝１４.４６９ｍ 

 

                         ２.７５０ｔｆ/ｍ×１０ｍ／２６.２ｍ                  

          Ⅲ ＭＰ１Max＝                ２                 （１０ｍ＋２×１４.４６９ｍ）２.８０ｍ 

                         ２.７５０ｔｆ/ｍ     

                      －       ２        （２.８０ｍ－１.７３１ｍ）２ 

                      ＝５５.６４７ｔｆ･ｍ 
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     ・断面Ⅱのとき 

                                  １０ｍ 

          ａ＝６.２６ｍ×（１－  ２６.２ｍ  ）＝３.８７１ｍ 

          ｃ＝２６.２ｍ－３.８７１ｍ－１０ｍ＝１２.３２９ｍ 

 

                         ２.７５０ｔｆ/ｍ×１０ｍ／２６.２ｍ                  

      ∴  Ⅱ ＭＰ１Max＝                ２                 （１０ｍ＋２×１２.３２９ｍ）６.２６ｍ 

                         ２.７５０ｔｆ/ｍ     

                      －       ２        （６.２６ｍ－３.８７１ｍ）２ 

                      ＝１０６.０１５ｔｆ･ｍ 

 

     ・断面Ⅰのとき 

                                  １０ｍ 

          ａ＝１３.１ｍ×（１－  ２６.２ｍ  ）＝８.１００ｍ 

          ｃ＝２６.２ｍ－８.１００ｍ－１０ｍ＝８.１００ｍ 

 

                         ２.７５０ｔｆ/ｍ×１０ｍ／２６.２ｍ                  

      ∴  Ⅰ ＭＰ１Max＝                ２                 （１０ｍ＋２×８.１００ｍ）×１３.１ｍ 

                         ２.７５０ｔｆ/ｍ     

                      －       ２        （１３.１ｍ－８.１００ｍ）２ 

                      ＝１４５.７５０ｔｆ･ｍ 

 

  ⅲ）活荷重による衝撃  （衝撃係数  ｉ＝０.２４５） 

          Ｍｉ＝（ＭＰ１＋ＭＰ２）×ｉ        

 

          Ⅲ Ｍｉ＝（５５.６４７ｔｆ･ｍ＋３１.５４８ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝２１.３６３ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅱ Ｍｉ＝（１０６.０１５ｔｆ･ｍ＋６０.１０３ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝４０.６９９ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅰ Ｍｉ＝（１４５.７５０ｔｆ･ｍ＋８２.６３０ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝５５.９５３ｔｆ･ｍ 
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       以上、算出された曲げモーメントを下表に示す。 

 

断面 死荷重 活荷重（ｔｆ・ｍ） 合計（死＋活）

（ｔｆ・ｍ） 等分布荷重  Ｐ１ 等分布荷重  Ｐ２ 衝撃 モーメント（tf・ｍ）

外 Ⅲ 79.115 36.828 20.868 14.136 150.947
桁 Ⅱ 150.725 70.162 39.757 26.930 287.574

Ⅰ 207.219 96.460 54.658 37.024 395.361

中 Ⅲ 91.990 55.647 31.548 21.363 200.548
桁 Ⅱ 175.253 106.015 60.103 40.699 382.070

Ⅰ 240.940 145.750 82.630 55.953 525.273  
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３.２.３.せん断力の計算 
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（１）外桁 

  ⅰ）死荷重  （Ｗｄ１＝２.４１５ｔｆ/ｍ） 

                                    １    ｘ                                   １ 

          Ｓｄ１（支点）＝Ｗ・ｌ・（ ２ － ｌ ）＝２.４１５ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ×（ ２ － ０）                                  

                                               ＝３１.６３７ｔｆ 

 

                                                   １    ２.８０ｍ                         

          Ⅲ Ｓｄ１＝２.４１５ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ×（ ２ － ２６.２ｍ  ）                              

                   ＝２４.８７５ｔｆ･ｍ 

 

                                                   １    ６.２６ｍ    

          Ⅱ Ｓｄ１＝２.４１５ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ×（ ２ － ２６.２ｍ  ）                              

                   ＝１６.５１９ｔｆ･ｍ 

 

                                                   １    １３.１ｍ                         

          Ⅰ Ｓｄ１＝２.４１５ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ×（ ２ － ２６.２ｍ  ）                              

                   ＝０ｔｆ･ｍ 

 

  ⅱ）活荷重 

    ①等分布荷重  Ｐ２=０.６３７ｔｆ/ｍ 

                          Ｐ２・ｌ        ｘ      ０.６３７ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ 

          ＳＰ２（支点）＝    ２  ・（１ － ｌ ）＝           ２              ×（１－０）２ 

                                                ＝８.３４５ｔｆ 

 

                     ０.６３７ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ          ２.８０ｍ  

          Ⅲ ＳＰ２＝           ２              ×（１－ ２６.２ｍ ）２ 

                   ＝６.６５６ｔｆ 

 

                     ０.６３７ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ          ６.２６ｍ  

          Ⅱ ＳＰ２＝           ２              ×（１－ ２６.２ｍ ）２ 

                   ＝４.８３３ｔｆ 

 

                     ０.６３７ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ          １３.１ｍ  

          Ⅰ ＳＰ２＝           ２              ×（１－ ２６.２ｍ ）２ 

                   ＝２.０８６ｔｆ 
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    ②等分布荷重  （Ｐ１=２.１８４ｔｆ/ｍ） 

                          Ｐ１・ｂ            ｂ      

          ＳＰ１（支点）＝    ｌ  ・（ｌ－ｘ－ ２ ） 

                          ２.１８４ｔｆ/ｍ×１０ｍ                      １０ｍ 

                       ＝       ２６.２ｍ         ×（２６.２ｍ－０ｍ－   ２   ） 

                       ＝１７.６７２ｔｆ 

 

                     ２.１８４ｔｆ/ｍ×１０ｍ                          １０ｍ 

          Ⅲ ＳＰ１＝        ２６.２ｍ       ×（２６.２ｍ－２.８０ｍ－   ２   ） 

                   ＝１５.３３８ｔｆ 

 

                     ２.１８４ｔｆ/ｍ×１０ｍ                          １０ｍ 

          Ⅱ ＳＰ１＝        ２６.２ｍ       ×（２６.２ｍ－６.２６ｍ－   ２   ） 

                   ＝１２.４５４ｔｆ 

 

                     ２.１８４ｔｆ/ｍ×１０ｍ                          １０ｍ 

          Ⅰ ＳＰ１＝        ２６.２ｍ       ×（２６.２ｍ－１３.１ｍ－   ２   ） 

                   ＝６.７５２ｔｆ 

 

  ⅲ）活荷重による衝撃（衝撃係数  ｉ＝０.２４５） 

          Ｓｉ＝（ＳＰ１＋ＳＰ２）×ｉ        

 

          Ｓｉ（支点）＝（１７.６７２ｔｆ･ｍ＋８.３４５ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                      ＝６.３４７ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅲ Ｓｉ＝（１５.３３８ｔｆ･ｍ＋６.６５６ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝５.３８９ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅱ Ｓｉ＝（１２.４５４ｔｆ･ｍ＋４.８３３ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝４.２３５ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅰ Ｓｉ＝（６.７５２ｔｆ･ｍ＋２.０８６ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝２.１６５ｔｆ･ｍ 
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（２）中桁 

  ⅰ）死荷重  （Ｗｄ２＝２.８０８ｔｆ/ｍ） 

                                                        １ 

          Ｓｄ２（支点）＝２.８０８ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ×（ ２ － ０）                                   

                        ＝３６.７８５ｔｆ 

 

                                                   １    ２.８０ｍ 

          Ⅲ Ｓｄ１＝２.８０８ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ×（ ２ － ２６.２ｍ  ） 

                   ＝２８.９２２ｔｆ 

 

                                                   １    ６.２６ｍ 

          Ⅱ Ｓｄ１＝２.８０８ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ×（ ２ － ２６.２ｍ  ）  

                   ＝１９.２０７ｔｆ 

 

                                                   １    １３.１ｍ 

          Ⅰ Ｓｄ１＝２.８０８ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ×（ ２ － ２６.２ｍ  ） 

                   ＝０ｔｆ 

 

  ⅱ）活荷重 

    ①等分布荷重  Ｐ２=０.９６３ｔｆ/ｍ 

                          ０.９６３ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ 

          ＳＰ２（支点）＝           ２              ×（１－０）２ 

                       ＝１２.６１５ｔｆ 

 

                     ０.９６３ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ          ２.８０ｍ  

          Ⅲ ＳＰ２＝           ２              ×（１－ ２６.２ｍ ）２ 

                   ＝１０.０６３ｔｆ 

 

                     ０.９６３ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ          ６.２６ｍ  

          Ⅱ ＳＰ２＝           ２              ×（１－ ２６.２ｍ ）２ 

                   ＝７.３０７ｔｆ 

 

                     ０.９６３ｔｆ/ｍ×２６.２ｍ          １３.１ｍ  

          Ⅰ ＳＰ２＝           ２              ×（１－ ２６.２ｍ ）２ 

                   ＝３.１５４ｔｆ 

 

 

 

 



 - ２８ - 

 

    ②等分布荷重  （Ｐ１=３.３００ｔｆ/ｍ） 

                          ３.３００ｔｆ/ｍ×１０ｍ                      １０ｍ 

          ＳＰ１（支点）＝       ２６.２ｍ         ×（２６.２ｍ－０ｍ－   ２   ） 

                       ＝２６.７０２ｔｆ 

 

                     ３.３００ｔｆ/ｍ×１０ｍ                          １０ｍ 

          Ⅲ ＳＰ１＝        ２６.２ｍ       ×（２６.２ｍ－２.８０ｍ－   ２   ） 

                   ＝２３.１７６ｔｆ 

 

                     ３.３００ｔｆ/ｍ×１０ｍ                          １０ｍ 

          Ⅱ ＳＰ１＝        ２６.２ｍ       ×（２６.２ｍ－６.２６ｍ－   ２   ） 

                   ＝１８.８１８ｔｆ 

 

                     ３.３００ｔｆ/ｍ×１０ｍ                          １０ｍ 

          Ⅰ ＳＰ１＝        ２６.２ｍ       ×（２６.２ｍ－１３.１ｍ－   ２   ） 

                   ＝１０.２０２ｔｆ 

 

  ⅲ）活荷重による衝撃（衝撃係数  ｉ＝０.２４５） 

          Ｓｉ＝（ＳＰ１＋ＳＰ２）×ｉ        

 

          Ｓｉ（支点）＝（２６.７０２ｔｆ･ｍ＋１２.６１５ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                      ＝９.６３３ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅲ Ｓｉ＝（２３.１７６ｔｆ･ｍ＋１０.０６３ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝８.１４４ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅱ Ｓｉ＝（１８.８１８ｔｆ･ｍ＋７.３０７ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝６.４０１ｔｆ･ｍ 

 

          Ⅰ Ｓｉ＝（１０.２０２ｔｆ･ｍ＋３.１５４ｔｆ･ｍ）×０.２４５ 

                 ＝３.２７２ｔｆ･ｍ 
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       以上、算出されたせん断力を下表に示す。 

 

断面 死荷重 活荷重（ｔｆ・ｍ） 合計（死＋活）

（ｔｆ・ｍ） 等分布荷重  Ｐ１ 等分布荷重  Ｐ２ 衝撃   せん断力（tf）

支点 31.637 17.672 8.345 6.374 64.028
外 Ⅲ 24.875 15.338 6.656 5.389 52.258
桁 Ⅱ 16.519 12.454 4.833 4.235 38.041

Ⅰ 0 6.752 2.086 2.165 11.003
支点 36.785 26.702 12.615 9.633 85.735

中 Ⅲ 28.922 23.176 10.063 8.144 70.305
桁 Ⅱ 19.207 18.818 7.307 6.401 51.733

Ⅰ 0 10.202 3.154 3.272 16.628  
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３.３.１.フランジの概算断面積  

（１）外桁 

  ⅰ）断面Ⅰ  （支間中央モーメント） ； Ｍ＝３９５.３６１ｔｆ･ｍ 

 

         上下フランジの概算断面積 

                              Ｍ            ｈｗ・ｈｗ 

            Ａｃ＝Ａｔ＝  σｃａ・ｈｗ  －      ６     

 

            Ａｃ  ； 圧縮側フランジ面積 （㎝） 

            Ａｔ  ； 引張側フランジ面積 （㎝） 

            Ｍ   ； 作用曲げモーメント （㎏ｆ･㎝） 

            σｃａ； 許容曲げ圧縮応力度 （＝１４００㎏ｆ/㎝２） 

            ｈｗ  ； 腹板高 （㎝） 

            ｔｗ  ； 腹板の板厚 （㎝） 

 

         まず、ｈｗを決定する。 

                         Ｍｍａｘ                     ３９５３６１００㎏ｆ･㎝ 

            ｈｗ＝     σｃａ・ｔｗ  ×１.１＝     １４００㎏ｆ/㎝２×１.０㎝   ×１.１ 

                                            ＝１８４.９㎝ 

         多少の安全性をみて、次のようにする。 

            ｈｗ＝２００㎝ 

                           ３９５３６１００㎏ｆ･㎝        ２００㎝×１.０㎝ 

            Ａｃ＝Ａｔ＝  １４００㎏ｆ/㎝２×２００㎝  －          ６ 

                      ＝１０７.８６７㎝２ 

 

                      ５１ 

                                                      ・中立軸から上縁・下縁までの距離 

                                    2 . 2                      ｙｔ＝ｙｃ＝１０２.２㎝ 

    

   1 0 1 . 1 0                            1 0 0    1 0 2 . 2  

                              1 . 0  

 

   1 0 1 . 1 0                            1 0 0    1 0 2.2 

 

                                    2 . 2  
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Ａｇ （㎝２） ｙ （㎝） Ｉ （㎝４）

上フランジ 51×2.2 112.2 101.10 ① 1146820
腹板 200×1.0 200 ② 666667

下フランジ 51×2.2 112.2 101.10 ③ 1146820
424.4 2960307  

 

         ① Ａｇ･ｙ２＝１１２.２㎝×（１０１.１０㎝）２＝１１４６８２０㎝４ 

             ｂ･ｈ２     １.０㎝×（２００㎝）３ 

         ②   １２   ＝          １２            ＝６６６６６７㎝４ 

         ③ Ａｇ･ｙ２＝１１２.２㎝×（１０１.１０㎝）２＝１１４６８２０㎝４         

 

     ・断面係数  Ｗｃ・Ｗｔ 

          ｙｃ；中立軸 

          Ｉ  ；合計２次モーメント 

                          Ｉ        ２９６０３０７㎝４ 

            Ｗｃ＝Ｗｔ＝  ｙｃ  ＝     １０２.２㎝２    ＝２８９６６㎝３ 

 

     ・曲げ応力度  σｃ・σｔ 

                          Ｍ        ３９５３６１００㎏ｆ･㎝                                 

            σｃ＝σｔ＝  Ｗｃ  ＝     ２８９６６㎝３          

                                ＝１３６５㎏ｆ/㎝２         ＜１４００㎏ｆ/㎝２           ＯＫ 

 

     ・抵抗モーメント  Ｍｒ 

            Ｍｒ＝σｃａ・Ｗｃ＝σｔａ・Ｗｔ 

                              ＝１４００㎏ｆ/㎝２×２８９６６㎝３ 

                              ＝４０５５２４００㎏ｆ･㎝≒４０６ｔｆ･ｍ 
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  ⅱ）断面Ⅱ  （支点から ６.２６ｍのモーメント） ； Ｍ＝２８７.５７４ｔｆ･ｍ 

 

         上下フランジの概算断面積 

                              Ｍ            ｈｗ・ｈｗ 

            Ａｃ＝Ａｔ＝  σｃａ・ｈｗ  －      ６     

                            ２８７５７４００㎏ｆ･㎝       ２００㎝×１.０㎝ 

                      ＝  １４００㎏ｆ/㎝２×２００㎝  －          ６ 

                      ＝６９.３７２㎝２ 

 

                      ４０ 

                                                      ・中立軸から上縁・下縁までの距離 

                                    1 . 8                      ｙｔ＝ｙｃ＝１０１.８㎝ 

    

   1 0 0 . 9 0                            1 0 0    1 0 1 . 8        ・断面２次モーメント Ｉ 

                              1 . 0                     ① Ａｇ･ｙ２＝７２.０㎝（１００.９０㎝）２ 

                                                                 ＝７３３０１８㎝４ 

   1 0 0 . 9 0                            1 0 0    1 0 1 . 8           ｂ･ｈ２     １.０㎝×（２００㎝）３ 

                                                     ②   １２   ＝          １２            

                                    1 . 8                           ＝６６６６６７㎝４ 

                                                     ③ Ａｇ･ｙ２＝７２.０㎝（１００.９０㎝）２ 

                                                                 ＝７３３０１８㎝４ 

 

Ａｇ （㎝２） ｙ （㎝） Ｉ （㎝４）

上フランジ 40×1.8 72 100.90 ① 733018
腹板 200×1.0 200 ② 666667

下フランジ 40×1.8 72 100.90 ③ 733018
344 2132703  

     ・断面係数  Ｗｃ・Ｗｔ 

                          Ｉ        ２１３２７０３㎝４ 

            Ｗｃ＝Ｗｔ＝  ｙｃ  ＝     １００.９㎝２    ＝２１１３７㎝３ 

 

     ・曲げ応力度  σｃ・σｔ 

                          Ｉ        ２８７５７４００㎏ｆ･㎝                                 

            σｃ＝σｔ＝  Ｗｃ  ＝     ２１１３７㎝３       ＝１３６１㎏ｆ/㎝２＜１４００㎏ｆ/㎝２ 

                                                                                            ＯＫ 

     ・抵抗モーメント  Ｍｒ 

            Ｍｒ＝σｃａ・Ｗｃ＝σｔａ・Ｗｔ＝１４００㎏ｆ/㎝２×２１１３７㎝３ 

                              ＝２９５９１８００㎏ｆ･㎝≒２９６ｔｆ･ｍ 
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  ⅲ）断面Ⅲ  （支点から ２.８０ｍのモーメント） ； Ｍ＝１５０.９４７ｔｆ･ｍ 

 

         上下フランジの概算断面積 

                              Ｍ            ｈｗ・ｈｗ 

            Ａｃ＝Ａｔ＝  σｃａ・ｈｗ  －      ６     

                            １５０９４７００㎏ｆ･㎝       ２００㎝×１.０㎝ 

                      ＝  １４００㎏ｆ/㎝２×２００㎝  －          ６ 

                      ＝２０.５７６㎝２ 

 

                      ２７ 

                                                      ・中立軸から上縁・下縁までの距離 

                                    0 . 9                      ｙｔ＝ｙｃ＝１００.９㎝ 

    

   1 0 0 . 4 5                            1 0 0    1 0 0 . 9        ・断面２次モーメント Ｉ 

                              1 . 0                     ① Ａｇ･ｙ２＝２４.３㎝（１００.４５㎝）２ 

                                                                 ＝２４５１９２㎝４ 

   1 0 0 . 4 5                            1 0 0    1 0 0 . 9           ｂ･ｈ２     １.０㎝×（２００㎝）３ 

                                                     ②   １２   ＝          １２            

                                    0 . 9                           ＝６６６６６７㎝４ 

                                                     ③ Ａｇ･ｙ２＝２４.３㎝（１００.４５㎝）２ 

                                                                 ＝２４５１９２㎝４ 

 

Ａｇ （㎝２） ｙ （㎝） Ｉ （㎝４）

上フランジ 27×0.9 24.3 100.45 ① 245192
腹板 200×1.0 200 ② 666667

下フランジ 27×0.9 24.3 100.45 ③ 245192
248.6 1157051  

     ・断面係数  Ｗｃ・Ｗｔ 

                          Ｉ        １１５７０５１㎝４ 

            Ｗｃ＝Ｗｔ＝  ｙｃ  ＝     １００.９㎝２    ＝１１４６７㎝３ 

 

     ・曲げ応力度  σｃ・σｔ 

                          Ｉ        １５０９４７００㎏ｆ･㎝                                 

            σｃ＝σｔ＝  Ｗｃ  ＝     １１４６７㎝３       ＝１３１６㎏ｆ/㎝２＜１４００㎏ｆ/㎝２ 

                                                                                            ＯＫ 

     ・抵抗モーメント  Ｍｒ 

            Ｍｒ＝σｃａ・Ｗｃ＝σｔａ・Ｗｔ＝１４００㎏ｆ/㎝２×１１４６７㎝３ 

                              ＝１６０５３８００㎏ｆ･㎝≒１６１ｔｆ･ｍ 
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（２）中桁 

  ⅰ）断面Ⅰ  （支点中央モーメント） ； Ｍ＝５２５.２７３ｔｆ･ｍ 

         上下フランジの概算断面積 

                              Ｍ            ｈｗ・ｈｗ 

            Ａｃ＝Ａｔ＝  σｃａ・ｈｗ  －      ６     

                            ５２５２７３００㎏ｆ･㎝       ２００㎝×１.０㎝ 

                      ＝  １４００㎏ｆ/㎝２×２００㎝  －          ６ 

                      ＝１５４.２６４㎝２ 

 

                      ５６ 

                                                      ・中立軸から上縁・下縁までの距離 

                                    2 . 8                      ｙｔ＝ｙｃ＝１０２.８㎝ 

    

   101 .40                            1 0 0    1 0 2 . 8        ・断面２次モーメント Ｉ 

                              1 . 0                     ① Ａｇ･ｙ２＝１５６.８㎝（１０１.４０㎝）２ 

                                                                 ＝１６１２２１１㎝４ 

   1 0 1 . 4 0                            1 0 0    1 0 2 . 8           ｂ･ｈ２     １.０㎝×（２００㎝）３ 

                                                     ②   １２   ＝          １２            

                                    2 . 8                           ＝６６６６６７㎝４ 

                                                     ③ Ａｇ･ｙ２＝１５６.８㎝（１０１.４０㎝）２ 

                                                                 ＝１６１２２１１㎝４ 

 

Ａｇ （㎝２） ｙ （㎝） Ｉ （㎝４）

上フランジ 56×2.8 156.8 101.40 ① 1612211
腹板 200×1.0 200 ② 666667

下フランジ 56×2.8 156.8 101.40 ③ 1612211
513.6 3891089  

     ・断面係数  Ｗｃ・Ｗｔ 

                          Ｉ        ３８９１０８９㎝４ 

            Ｗｃ＝Ｗｔ＝  ｙｃ  ＝     １０２.８㎝２    ＝３７８５１㎝３ 

 

     ・曲げ応力度  σｃ・σｔ 

                          Ｉ        ５２５２７３００㎏ｆ･㎝                                 

            σｃ＝σｔ＝  Ｗｃ  ＝     ３７８５１㎝３       ＝１３８８㎏ｆ/㎝２＜１４００㎏ｆ/㎝２ 

                                                                                            ＯＫ 

     ・抵抗モーメント  Ｍｒ 

            Ｍｒ＝σｃａ・Ｗｃ＝σｔａ・Ｗｔ＝１４００㎏ｆ/㎝２×３７８５１㎝３ 

                              ＝５２９９１４００㎏ｆ･㎝≒５３０ｔｆ･ｍ 
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  ⅱ）断面Ⅱ  （支点から ６.２６ｍのモーメント） ； Ｍ＝３８２.０７０ｔｆ･ｍ 

 

         上下フランジの概算断面積 

                              Ｍ            ｈｗ・ｈｗ 

            Ａｃ＝Ａｔ＝  σｃａ・ｈｗ  －      ６     

                            ３８２０７０００㎏ｆ･㎝       ２００㎝×１.０㎝ 

                      ＝  １４００㎏ｆ/㎝２×２００㎝  －          ６ 

                      ＝１０３.１２０㎝２ 

 

                      ４８ 

                                                      ・中立軸から上縁・下縁までの距離 

                                    2 . 2                      ｙｔ＝ｙｃ＝１０２.２㎝ 

    

   1 0 1 . 1 0                            1 0 0    1 0 2 . 2        ・断面２次モーメント Ｉ 

                              1 . 0                     ① Ａｇ･ｙ２＝１０５.６㎝（１０１.１０㎝）２ 

                                                                 ＝１０７９３６０㎝４ 

   1 0 1 . 1 0                            1 0 0    1 0 2 . 2           ｂ･ｈ２     １.０㎝×（２００㎝）３ 

                                                     ②   １２   ＝          １２            

                                    2 . 2                           ＝６６６６６７㎝４ 

                                                     ③ Ａｇ･ｙ２＝１０５.６㎝（１０１.１０㎝）２ 

                                                                 ＝１０７９３６０㎝４ 

 

Ａｇ （㎝２） ｙ （㎝） Ｉ （㎝４）

上フランジ 48×2.2 105.6 101.10 ① 1079360
腹板 200×1.0 200 ② 666667

下フランジ 48×2.2 105.6 101.10 ③ 1079360
411.2 2825387  

     ・断面係数  Ｗｃ・Ｗｔ 

                          Ｉ        ２８２５３８７㎝４ 

            Ｗｃ＝Ｗｔ＝  ｙｃ  ＝     １０２.２㎝２    ＝２７６４６㎝３ 

 

     ・曲げ応力度  σｃ・σｔ 

                          Ｉ        ３８２０７０００㎏ｆ･㎝                                 

            σｃ＝σｔ＝  Ｗｃ  ＝     ２７６４６㎝３       ＝１３８２㎏ｆ/㎝２＜１４００㎏ｆ/㎝２ 

                                                                                            ＯＫ 

     ・抵抗モーメント  Ｍｒ 

            Ｍｒ＝σｃａ・Ｗｃ＝σｔａ・Ｗｔ＝１４００㎏ｆ/㎝２×２７６４６㎝３ 

                              ＝３８７０４４００㎏ｆ･㎝≒３８７ｔｆ･ｍ 
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  ⅲ）断面Ⅲ  （支点から ２.８０ｍのモーメント） ； Ｍ＝２００.５４８ｔｆ･ｍ 

 

         上下フランジの概算断面積 

                              Ｍ            ｈｗ・ｈｗ 

            Ａｃ＝Ａｔ＝  σｃａ・ｈｗ  －      ６     

                            ２００５４８００㎏ｆ･㎝       ２００㎝×１.０㎝ 

                      ＝  １４００㎏ｆ/㎝２×２００㎝  －          ６ 

                      ＝３８.２９１㎝２ 

 

                      ３７ 

                                                      ・中立軸から上縁・下縁までの距離 

                                    1 . 1                      ｙｔ＝ｙｃ＝１０１.１㎝ 

    

   1 0 0 . 5 5                            1 0 0    1 0 1 . 1        ・断面２次モーメント Ｉ 

                              1 . 0                      ① Ａｇ･ｙ２＝４０.７㎝（１００.５５㎝）２ 

                                                                  ＝４１１４８９㎝４ 

   1 0 0 . 5 5                            1 0 0    1 0 1 . 1            ｂ･ｈ２     １.０㎝×（２００㎝）３ 

                                                      ②   １２   ＝          １２            

                                    1 . 1                            ＝６６６６６７㎝４ 

                                                      ③ Ａｇ･ｙ２＝４０.７㎝（１００.５５㎝）２ 

                                                                  ＝４１１４８９㎝４ 

 

Ａｇ （㎝２） ｙ （㎝） Ｉ （㎝４）

上フランジ 37×1.1 40.7 100.55 ① 411489
腹板 200×1.0 200 ② 666667

下フランジ 37×1.1 40.7 100.55 ③ 411489
281.4 1489645  

     ・断面係数  Ｗｃ・Ｗｔ 

                          Ｉ        １４８９６４５㎝４ 

            Ｗｃ＝Ｗｔ＝  ｙｃ  ＝     １０１.１㎝２    ＝１４７３４㎝３ 

 

     ・曲げ応力度  σｃ・σｔ 

                          Ｉ        ２００５４８００㎏ｆ･㎝                                 

            σｃ＝σｔ＝  Ｗｃ  ＝     １４７３４㎝３       ＝１３６１㎏ｆ/㎝２＜１４００㎏ｆ/㎝２ 

                                                                                            ＯＫ 

     ・抵抗モーメント  Ｍｒ 

            Ｍｒ＝σｃａ・Ｗｃ＝σｔａ・Ｗｔ＝１４００㎏ｆ/㎝２×１４７３４㎝３ 

                              ＝２０６２７６００㎏ｆ･㎝≒２０６ｔｆ･ｍ 
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３.３.２.合成応力度の照査 

                                                                                             C L  

                        ２.８０ｍ              ３.４６ｍ                     ６.８４ｍ 

             ａ                ｂ                    ｃ               
 

                        断面Ⅲ                 断面Ⅱ                     断面Ⅰ 

 

 

外桁 

    Ｓ＝64.028ｔｆ   Ｓ＝52.258ｔｆ          Ｓ＝38.041ｔｆ 

    σ＝0 ㎏ f/㎝２    σ＝1316 ㎏ f/㎝２        σ＝1361 ㎏ f/㎝２ 

 

中桁 

    Ｓ＝64.028ｔｆ   Ｓ＝52.258ｔｆ          Ｓ＝38.041ｔｆ 

    σ＝0 ㎏ f/㎝２    σ＝1361 ㎏ f/㎝２        σ＝1382 ㎏ f/㎝２ 

 

 

（１）外桁 

  ⅰ）ａ断面 

                  Ｓ        ６４０２８㎏ｆ 

          τｂ＝  Ａｗ  ＝  ２００㎝×１.０㎝  ＝３２０㎏ｆ/㎝２    ＜０.４５･τａ＝３６０㎏ｆ/㎝２ 

             τｂ；せん断応力度   ， Ｓ ；せん断力 

             Ａｗ；腹板断面積     ， τａ；許容せん断応力度 ＝８００㎏ｆ/㎝２ 

 

          σｂ＝０㎏ｆ/㎝２     ＜０.４５･σａ＝６３０㎏ｆ/㎝２ 

              σｂ；曲げ応力度     ， σａ；許容曲げ応力度 ＝１４００㎏ｆ/㎝２ 

 

  ⅱ）ｂ断面 

                  Ｓ        ５２２５８㎏ｆ 

          τｂ＝  Ａｗ  ＝  ２００㎝×１.０㎝  ＝２６１㎏ｆ/㎝２    ＜０.４５･τａ＝３６０㎏ｆ/㎝２ 

 

          σｂ＝１３１６㎏ｆ/㎝２     ＞０.４５･σａ＝６３０㎏ｆ/㎝２ 

 

  ⅲ）ｃ断面 

                  Ｓ        ３８０４１㎏ｆ 

          τｂ＝  Ａｗ  ＝  ２００㎝×１.０㎝  ＝１９０㎏ｆ/㎝２    ＜０.４５･τａ＝３６０㎏ｆ/㎝２ 

 

          σｂ＝１３６１㎏ｆ/㎝２     ＞０.４５･σａ＝６３０㎏ｆ/㎝２ 
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（２）中桁 

  ⅰ）ａ断面 

                  Ｓ        ８５７３５㎏ｆ 

          τｂ＝  Ａｗ  ＝  ２００㎝×１.０㎝  ＝４２９㎏ｆ/㎝２    ＞０.４５･τａ＝３６０㎏ｆ/㎝２ 

 

          σｂ＝０㎏ｆ/㎝２     ＜０.４５･σａ＝６３０㎏ｆ/㎝２ 

 

  ⅱ）ｂ断面 

                  Ｓ        ７０３０５㎏ｆ 

          τｂ＝  Ａｗ  ＝  ２００㎝×１.０㎝  ＝３５２㎏ｆ/㎝２    ＜０.４５･τａ＝３６０㎏ｆ/㎝２ 

 

          σｂ＝１３６１㎏ｆ/㎝２     ＞０.４５･σａ＝６３０㎏ｆ/㎝２ 

 

  ⅲ）ｃ断面 

                  Ｓ        ５１７３３㎏ｆ 

          τｂ＝  Ａｗ  ＝  ２００㎝×１.０㎝  ＝２５９㎏ｆ/㎝２    ＜０.４５･τａ＝３６０㎏ｆ/㎝２ 

 

          σｂ＝１３８２㎏ｆ/㎝２     ＞０.４５･σａ＝６３０㎏ｆ/㎝２ 
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３.４. 仮定鋼重と実鋼重との比較 

 

       仮定鋼重 ＝６.５６ｌ＋３４.４                     （ｌ；支間） 

                ＝６.５６×２６.２ｍ＋３４.４ 

                ＝２０６.２７２㎏ｆ/ｍ２ 

 

                    ７８５０㎏ｆ/ｍ３×Ｖ×（体積）ｍ３ 

       実鋼重   ＝      （橋長）ｍ×（幅員）ｍ                        （Ｖ＝１.３５～１.４０） 

                                                                                             C L  

                 ２.８０ｍ                  ３.４６ｍ                        ６.８４ｍ 

     ａ                   ｂ                       ｃ 
 

                  断面Ⅲ                     断面Ⅱ                           断面Ⅰ 

 

 

外桁  

   面積   248.6×10-4ｍ２            3 4 4 . 0×10-4ｍ２                4 2 0 . 0×10-4ｍ２ 

   体積 （248.6×10-4）×2.80ｍ   （344.0×10-4）×3.46ｍ       （420.0×10-4）×6.84ｍ 

        ＝６９６.０８０×10-4ｍ３   ＝１１９０.２４０×10-4ｍ３    ＝２８７２.８００×10-4ｍ３ 

 

中桁 

   面積   281.4×10-4ｍ２            4 1 1 . 2×10-4ｍ２                513.6×10-4ｍ２ 

   体積 （281.4×10-4）×2.80ｍ   （411.2×10-4）×3.46ｍ       （513.6×10-4）×6.84ｍ 

        ＝７８７.９２０×10-4ｍ３   ＝１４２２.７５２×10-4ｍ３    ＝３５１３.０２４×10-4ｍ３ 

 

 

     ・外桁体積 合計 

       （６９６.０８０＋１１９０.２４０＋２８７２.８００）ｍ３×１０－４×２倍×２本＝１.９０４ｍ３ 

     ・中桁体積 合計 

       （７８７.９２０＋１４２２.７５２＋３５１３.０２４）ｍ３×１０－４×２倍×    ＝１.１４５ｍ３ 

 

                                                                           全体積＝３.０４９ｍ３ 

 

                 ７８５０㎏ｆ/ｍ２×１.４５×３.０４９ｍ３ 

       実鋼重＝         ２７.０ｍ×６.５ｍ                ＝１９７.７５１㎏ｆ/ｍ２ 

 

        ｜実鋼重－仮定鋼重｜           ｜１９７.７５１㎏ｆ/ｍ２－２０６.２７２㎏ｆ/ｍ２｜ 

             実鋼重         ×１００＝             １９７.７５１㎏ｆ/ｍ２                ×１００ 

                                    ＝４.３１％        ≦５％ 
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３.５. フランジと腹板のすみ肉溶接の検討 

 

       フランジと腹板のすみ肉サイズは次式を満足しなければならない。 

 

           ｔ１＞Ｓ≧   ２ｔ２             Ｓ  ；すみ肉サイズ（㎜）  （ ＝６㎜以上） 

                                           ｔ１；薄いほうの母材の長さ（㎜） 

                                           ｔ２；厚いほうの    〃    （㎜） 

 

     ・使用フランジ板厚の最大寸法  ２８㎜（中桁断面Ⅰ） 

       腹板の板厚  １０㎜ 

                               １０㎜               ・必要すみ肉サイズ 

                                                         １０＞Ｓ≧    ２×２８  ＝７.４８㎜ 

                                  のど厚               

                                                      よって、必要すみ肉サイズは 

                                                                                                   

                                        １１㎜ 

 

                    Ｓ＝８㎜  

 

     ・すみ肉の応力の検討 

       溶接部の応力については、せん断力の大きい中桁の支点部（断面Ⅲ）で次式によって検討する。 

                 Ｓ・Ｑ       １          Ｓ  ；せん断力（㎏ｆ） 

           τ＝    Ｉ    ＝  Σａ         Ｑ  ；溶接部より上部断面の 

                                                      中立軸に関する断面１次モーメント（㎝２） 

                                           Ｉ  ；断面２次モーメント（㎝４） 

                                           Σａ；のど厚の合計（㎝） 

 

     ・中桁支点部の使用すみ肉サイズ 

           ｔ１＝１０㎜  （腹板厚） 

           ｔ２＝１１㎜  （フランジ板厚） 

           １０＞Ｓ≧    ２×１１  ＝４.６９㎜ 

 

       よって、必要すみ肉サイズは 

          Ｓ＝６㎜    とする。 
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             Ａｇ＝４０.７㎝２ 

                                      ０.６㎝                     ０.６   

                                                         Σａ＝   √２  ×２＝０.８４９㎝ 

                                                         Ｑ＝１００.５５㎝×４０.７㎝２ 

                                                           ＝４０９２㎝３ 

                                           0 . 6            Ｉ＝１４８９６４５㎝４ 

                                0 . 6        のど厚         Ｓ＝８５７３５㎏ｆ 

 

 

 

                  ８５７３５㎏ｆ×４０９２㎝２        １ 

       ∴   τ＝     １４８９６４５㎝４       ×  ０.８４９㎝２       

              ＝２７７㎏ｆ/㎝２        ＜τａ＝８００㎏ｆ/㎝２ 

 

 

 

 

 

 

 


